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第 3 章  滝 遺 跡 第 2 1 地 点 の 本 調 査

第 10 図　滝遺跡第 21 地点遺構配置図（1/300)、ピット拡大図 (1/200)

Ⅰ 本調査に至る経過と調査の概要

　 調 査 は 共 同 住 宅 建 設 に 伴 う も の で、 原 因 者 よ り

2012 年 4 月 11 日付けで「埋蔵文化財包蔵地の開発

事前協議書」( 以下「埋蔵文化財事前協議書」) がふ

じみ野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲

内に位置するため、原因者と協議の結果、遺構等の存

在を確認するための試掘調査を実施した。

　試掘調査は 2012 年 5 月 11 日から 21 日まで行った。

幅約 1 ～ 1.5 ｍ幅のトレンチ 9 本を設定し、重機で

表土除去後、人力による表面精査を行った結果、奈良・



15Ⅰ　遺跡の立地と環境

平安時代の住居跡 3 軒、掘立柱建物跡 1 棟、井戸 2 基、

土坑 20 基、溝 4 条、ピット 105 基を確認した。旧

石器時代の確認調査は行っていない。

　地表面から遺構確認面までの深さは約 70 ～ 80 ㎝

であるが、基礎の深さが 1m 以上におよび、開発によ

る遺跡への影響が避けられないため原因者と再度協議

の結果、原因者負担による本調査を実施した。なお、

道路や駐車場については 30cm 以上の保護層が確保で

きるため、遺構保存の措置を取った。

　本調査は 2012 年 7 月 17 日から８月 25 日まで行

い、奈良・平安時代の住居跡 1 軒、掘立柱建物跡 1 棟、

井戸 2 基、土坑 20 基、溝 4 条、ピットを調査した。

なお、検出した住居跡 3 軒のうち 2 軒は保存の措置

をとった。

Ⅲ　遺構と遺物

①Ｈ 31 号住居跡

【位置】遺跡の西部に位置し、住居跡全体を検出した。

北西角で H32 号住居と重複し、壊している。また、

北東角を土坑 3 に、南西部を溝 1・2 によって壊され

ている。住居は途中で南西部分を一部埋め戻し、規模

を縮小している。初期の住居跡をＨ 31 Ａ号住居跡、

縮小後住居跡をＨ 31 Ｂ号住居跡として報告する。

Ｈ 31 Ａ号住居跡

【形状・規模】主軸方位はＮ－ 92°－Ｅ、北壁と東壁

の中央に竈を２基備える。東壁の竃は途中で廃棄され

（おそらく住居縮小の時点）竃の袖を壊して周溝が構

築されている。

　平面形態は方形、規模は主軸の東西方向 7.8 ｍ×南

北 7.7 ｍ、確認面からの深さ 50 ㎝である。

【柱穴】Ｐ１、Ｐ６、Ｐ７、Ｐ８の 4 本を主柱穴とし、

主柱穴間にもほぼ中間にＰ１９、Ｐ１１、Ｐ２０、Ｐ

２１の柱が配置される。主柱穴間の距離は柱の中心

でＰ１－Ｐ６が 4.5 ｍ、Ｐ６－Ｐ７が 4.7 ｍ、Ｐ７－

Ｐ８とＰ８－Ｐ１は 4.6 ｍを測る。Ｐ１９はＰ１から

2.7 ｍ、Ｐ６から 1.8 ｍに位置し、Ｐ１１はＰ６から

2.9 ｍ、Ｐ７から 1.8 ｍに、Ｐ２０はＰ７とＰ８の中間、

Ｐ２１もＰ８とＰ１の中間に位置している。

【貼床・周溝】壁際から 1.6 ～ 1.8 ｍほどまで深さ 20

～ 30cm の掘り方があり、厚さ 5 ～ 10 ㎝の貼床がみ

られる。なお、住居跡の北西部分は工事による影響が

なく保存できるため、床面下の調査はしていない。周

溝は竃 2 を埋めて構築されており、北側にある竃 1

の前部分で途切れるほかは、全周する。幅 25 ～ 42 ㎝、

下幅 5 ～ 30 ㎝、深さ 18 ～ 20 ㎝である。

【竃 2】当該住居の竃は竃１・竃 2 いずれも可能性は

あるが、竃 2 は前述のとおり裾部が削られ周溝も廻

っていることから、Ｈ 31 Ｂ号住居跡の時には使用さ

れておらず、当該住居の竃と思われる。

　竃の袖はないが、壁からの奥行きは 95 ㎝、幅 130 ㎝、

内幅 45 ㎝、粘土は 10 ～ 25cm の厚さが有り、表面

は焼けて赤化している。堀方は奥行き 85 ㎝、幅 82 ㎝、

確認面からの深さ 69cm を測る。

　竃の両側には長方形の浅い棚状遺構が備わり、白

色粘土が充填している。右（南）側は横 117 ㎝、奥

行き 45cm、深さ 10cm。左（北）側は横 100cm、奥

行き 47 ㎝、 深さ 15cm であるが、 底面レベルは左

右同じである。竃手前部分の焚口は、壁から手前に

80cm、幅 140 ㎝、深面からの深さ 19cm を測る。灰

白色粘土で埋まった後、周溝が作られている。周溝内

には棚状遺構の両端と竃の両端に径 20 ～ 30 ㎝、床

面からの深さ 57 ～ 62 ㎝のピットが並んでいる。

Ｈ 31 Ｂ号住居跡

【形状・規模】主軸方位はＮ－ 2°－Ｅ、北壁の中央

に竈を備える。Ｈ 31 Ａ号住居跡の西と南を埋めて周

溝を掘り直し縮小している。

　平面形態は方形、規模は主軸の南北方向 6.4 ｍ×東

西 6.4 ｍ、確認面からの深さ 50 ㎝である。

【柱穴】Ｈ 31 Ａ号住居跡のＰ１はそのまま使用し、

新たにＰ２、Ｐ３、Ｐ４の 4 本を主柱穴としている。

主柱穴間の距離は柱の中心でＰ１－Ｐ２が 3.1 ｍ、Ｐ

２－Ｐ３が 3.3 ｍ、Ｐ３－Ｐ４が 3.2 ｍ、Ｐ４－Ｐ１

は 3.3 ｍを測る。

【貼床・周溝】厚さ 5 ～ 10 ㎝の貼床がみられる。周

溝は西壁と南壁の 1.3 ｍ内側に掘り直されており、竃

B も埋めて構築されている。竃 A の前部分で途切れる

ほかは全周する。幅 30 ～ 45 ㎝、下幅 15 ～ 25 ㎝、

深さ 15 ～ 18 ㎝である。

【竃 1】当該住居の竃は竃１と思われる。保存のため、

竃の半載調査はしていない。

　竃は袖が残る。袖端からの奥行きは 135 ㎝、壁か

らの奥行きは 115 ㎝、幅 170 ㎝、内幅 60 ㎝、粘土

は 20cm 以上の厚さが有り、表面は焼けて赤化してい

る。焚口は奥行き 90 ㎝、幅 73 ㎝、確認面からの深

さ 75cm、床面からの深さ 27 ㎝を測る。竃の右（東）
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第 11 図　滝遺跡第 21 地点 H31A 号住居跡 ( 古住居 ) ① (1/60)
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第 12 図　滝遺跡第 21 地点 H31A 号住居跡土層図 ( 古住居 ) ② (1/60)
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第 13 図　滝遺跡第 21 地点 H31B 号住居跡 ( 新住居 ) ③ (1/60)
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第 14 図　滝遺跡第 21 地点 H31B 号住居跡 ( 新住居 ) ④（1/60）、炉・鍛冶炉・ピット (1/30)
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第 15 図　滝遺跡第 21 地点 H31 号住居跡・住居内ピット土層説明

側には長方形の浅い棚状遺構が備わり、白色粘土が充

填している。横 100 ㎝、奥行き 55cm。竃左（西）側

も 55cm と幅広く粘土がある。周溝端部は棚状遺構の

端と竃の端にそれぞれ径 25 ㎝、床面からの深さ 41

～ 45 ㎝のピットがある。

【鍛冶関連遺構】当該住居には鍛冶炉が伴う。Ｈ 31

Ａ号住居跡のＰ１０を埋めた床面に鍛冶炉が造られて

いる。鍛冶関連の遺構は a 鍛冶炉 b 作業坑 c 小穴 d 作

業場で構成され、小穴を中心に鍛冶炉と作業坑がＬ字

形に配置し、作業場が小穴の南西に広がる。また小穴

はＨ 31 Ｂ号住居跡のほぼ中心に位置する。

a 鍛冶炉　炉は平面円形の東西両側に溝状の浅いピッ

トが付随する。東側の溝から羽口が出土しており、送

風口と思われる。西側には鉄滓が出土する浅いＰ９が

隣接しており、西側の溝は掻き出し口と思われる。炉

の底には厚さ 4cm の還元土が堆積し、底面は硬く焼

け赤化する。炉内の土は炭化材や焼土を含む土の上に

灰白色粘土が堆積するが、埋土と思われる。規模は溝

を含めた南北長は 110 ㎝、炉部分の上端南北 55 ㎝×

東西 65cm、下幅 48 × 45cm、還元面までの深さ 18

㎝、掘り方の深さ 21 ㎝、焼土面 45 × 30cm、還元

面 31 × 20cm。東側溝は上端 32 × 29 ㎝、下端 25

× 15cm、深さ 11 ㎝。西側溝は上端 25 × 24 ㎝、下

端 15 × 12 ㎝、深さ 6cm。鉄滓が出土する。

b 作業坑　鍛冶炉の南東 45 ㎝に作業坑（Ｐ５）がある。

炉とピットの中心間距離は 120 ㎝である。平面形態

は西側が幅広の台形を呈し、北西隅の方向に鍛冶炉、

南西隅の方向に焼土面のある作業場が広がる。上端南

北 85 ×東西 90 ㎝、下端南北 50 ×東西 52cm、深さ

46 ㎝。壁はほぼ垂直で、底面も平坦である。羽口が

出土した。

c 小穴　Ｐ９は鍛冶炉の南に接し、炉とピットの中心
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第 16 図　滝遺跡第 21 地点 H31 号住居跡遺物出土状況図 (1/60)

間距離は 75 ㎝である。10 ㎝東に作業坑が有り、中

心間距離は 80 ㎝である。住居跡の中心に位置する。

平面形態は円形で上端南北 50 ×東西 55 ㎝、下端南

北 25 ×東西 25cm、深さ 25 ㎝。

d 作業場　鍛冶炉の南西 160 ～ 200 ㎝、作業坑の西

100 ～ 160 ㎝の距離の床面に焼土面が点在する。径

15 ～ 25 ㎝の楕円形を呈し ､ 周囲 160 ㎝ほどの範囲

に鍛造薄片や焼土粒を含む土が硬く堆積する。
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第 17 図　滝遺跡第 21 地点 H31 号住居跡竈 1(1/30)

②Ｈ 32 号住居跡

　調査区の西端Ｆ－１～Ｊ－１グリッドに位置する。

Ｈ 31 Ａ号住居跡の北西部分と壁が一部接しており、

当住居跡の方が新しい。また、当住居南東角とＨ 31

Ｂ号住居跡の北西角が接し、直交する。保存のため未

調査であるが、確認のための試掘では床面まで確認面

から 25 ㎝の深さがある。

③掘建柱建物跡

　調査区西側に位置する。主軸方位はＮ－ 0°－Ｅ、

５間×３間で桁行 9 ｍ×梁行 5.5 ｍの規模がある。桁

行・梁行ともに柱の中心間は 1.75 ～ 2.0 ｍである。

④井戸

　2 基検出した。井戸１は調査区中央に位置する。井

戸底はローム層であるが、底から 70cm 上まで酸化面

が確認できる。深さは確認面から 295cm あり、中世

陶磁器を検出した。

　 井 戸 ２ は 調 査 区 西 端、 Ｈ 31 Ａ 号 住 居 跡 の 15 ㎝

西、Ｈ 31 Ｂ号住居跡の 130 ㎝西、Ｈ 32 号住居跡の

130cm 南に位置する。Ｈ 31 Ｂ号住居跡とＨ 32 号住

居跡からは等距離である。保存のため南半分の途中ま

での調査である。堆積土層や出土遺物から時期は古

代。

⑤溝

　4 条検出した。溝 1 ～ 3 は調査区の北西隅、南北方

向に並行して位置し、Ｈ 31 号住居跡より新しい。溝

１は 11 ｍ検出し、上幅 35 ～ 65 ㎝、下幅 15 ～ 48

㎝、確認面からの深さ 5 ～ 15 ㎝。溝 2 は 4.5 ｍ検出
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第 18 図　滝遺跡第 21 地点 H31 号住居跡竈 2（1/30）
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第 19 図　滝遺跡第 21 地点 H32 号住居跡遺物出土状況図・溝 1（1/60）

し、上幅 50 ㎝前後、下幅 8 ～ 20 ㎝、確認面からの

深さ 12 ～ 18 ㎝。溝 3 は 3.3 ｍ検出し、上幅 35 ㎝前後、

下幅 20 ～ 25 ㎝、確認面からの深さ 4 ㎝。

　溝 4 は調査区の北東部、東西方向に位置する。15

ｍ検出し、西から東に向かって、幅広く深くなってい

く。上幅 50 ～ 195 ㎝、下幅 10 ～ 15 ㎝、確認面か

らの深さ 6 ～ 45 ㎝。断面は緩やかな「Ｖ」字形を呈

する。

⑥土坑

　20 基検出した。土坑１と土坑 8 は平面楕円形で浅

く、堆積土層から時期は古代。土坑 16 は円形で出土

遺物から近世。土坑 18 は溝状遺構の集合で不整形で

時期不明。

　残りの土坑は方形か長方形を呈し、重複しあう。土

坑 4 ～ 6、11 ～ 15 は主軸方位が北北西、土坑 2、7

～ 10、17、19、20 は東北東を示し、直交する。土

層からは一方向から一気に埋められた形跡が伺われ

る。出土遺物はないが、堆積土層から時期は古代では

なく中世以降。
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第 20 図　滝遺跡第 21 地点井戸・土坑・ピット（1/60）
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第 21 図　滝遺跡第 21 地点土坑・ピット（1/60）
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第 22 図　滝遺跡第 21 地点土層説明
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第 23 図　滝遺跡第 21 地点掘立柱建物跡（1/60）
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第 24 図　滝遺跡第 21 地点ピット①（1/60）
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第 25 図　滝遺跡第 21 地点ピット②（1/60）

第 5 表　滝遺跡第 21 地点 H31 号住居跡ピット一覧表（単位㎝）

第 6 表　　滝遺跡第 21 地点遺構一覧表（単位㎝）　　

No. 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P1 不整形 109 × 104 21 × 20 87 土器

P2 楕円形 89 × 56 30 × 22 86 土器、 鍛治滓

P3 円形 77 × 74 25 × 12 81 土器

P4 円形 97 × 73 39 × 35 79 土器

P5 円形 98 × 86 52 × 52 47 羽口、 鍛治滓、 土器

P6 円形 120 × 103 23 × 21 117 土器

P7 円形 103 × 97 11 × 9 102

P8 円形 104 × 92 42 × 31 111 土器

P9 円形 54 × 49 23 × 23 25 土器、 鍛治滓

P10 円形 97 × 96 14 × 13 106

P11 円形 59 × 55 26 × 25 88

P12 不整形 57 × 35 35 × 15 27 土器

P13 不明 (32) × 26 (29) × 15 15

P14 不明 (38) × 37 12 × 11 28

P15 円形 32 × 26 14 × 12 36

P16 不明 32 × (19) 8 × (5) 26

P17 不明 30 × (16) 15 × 12 24

P18 円形 24 × 23 11 × 9 32

P19 不明 52 × (50) 15 × 14 118 土器

P20 円形 78 × 70 26 × 23 112

P21 不整形 102 × 87 13 × 13 106

P22 円形 23 × 20 13 × 12 28

P23 円形 28 × 25 11 × 7 27

P24 円形 21 × 19 8 × 8 29

P25 円形 27 × 22 15 × 11 61

P26 円形 25 × 19 10 × 10 36 土器

P27 楕円形 30 × 19 21 × 11 39

No. 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

土坑 1 楕円形 150 × 88 123 × 63 11

土坑 2 長方形 198 × 120 160 × 96 62

土坑 3 不明 75 ×― ―×― 40

土坑 4 方形 145 × 118 130 × 112 67 土器

土坑 5 長方形 156 × 103 145 × 88 67 土器

土坑 6 不明 157 × (67) 145 × (60) 30 陶磁器

土坑 7 不明 113 × (61) 101 × (53) 49 土器

土坑 8 楕円形 147 × 87 124 × 70 13

土坑 9 長方形 257 × 105 235 × 85 63

土坑 10 方形 112 × 94 80 × 73 52 陶磁器

土坑 11 不明 118 × 104 110 × 92 36

土坑 12 長方形 164 × 135 152 × 118 49

土坑 13 長方形 218 × 119 210 × 91 87 土器

土坑 14 方形 137 × 116 115 × 103 63 土器

土坑 15 不明 143 × (90) 128 × (77) 49

土坑 16 円形 160 × 152 100 × 97 40 土器、 陶磁器

土坑 17 不明 178 × (125) 163 × (120) 34

土坑 18 不明 180 × (63) 85 × 30 34

土坑 19 方形 127 × 110 103 × 87 55 土器

土坑 20 方形 108 × 106 98 × 95 54 土器、 陶磁器

No. 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

井戸 1 円形 120 × 110 80 × 74 299 土器、 石器、 陶磁器、 礫

井戸 2 円形 176 × 170 176 × 170 109 土器

P1 円形 　86 × 73　 23 × 23 23

P2 円形 40 × 37 17 × 17 26

P3 円形 42 × 39 24 × 21 46 土器

P4 円形 32 × 30 18 × 15 23

P5 円形 43 × 30 40 × 25 16

P6 円形 27 × 22 10 × 10 26

P7 円形 31 × 28 18 × 16 55

P8 円形 30 × 26 18 × 15 45

P9 円形 27 × 22 15 × 11 30

P10 不明 64 × (38) 28 × 20 43 土器

P11 円形 39 × 31 7 × 7 37 土器

P12 楕円形 35 × 22 18 × 12 53

P13 円形 35 × 32 22 × 19 75

P14 円形 37 × 32 16 × 11 30

P15 円形 29 × 21 13 × 10 29 陶磁器

P16 円形 27 × 21 10 × 7 32

P17 円形 39 × 30 18 × 14 78

P18 方形 34 × 34 15 × 15 39 土器

P19 円形 40 × 27 18 × 14 43

P20 円形 33 × 31 15 × 11 22

P21 不明 33 × (23) 15 × 14 46

P22 円形 41 × (39) 22 × 20 50

P23 円形 50 × 38 27 × 26 14

P24 円形 50 × 45 23 × 18 31

P25 不明 43 × 30 15 × 13 50

P26 方形 34 × 26 14 × 8 38

P27 方形 22 × 17 11 × 9 41

P28 不明 23 × (14) 11 × 8 33

P29 不明 23 × (20) 12 × 7 41

P30 円形 26 × 18 17 × 10 29 陶磁器

P31 不明 (40) × 26 13 × 10 50

P32 円形 49 × 39 20 × 17 38

P33 円形 42 × 41 27 × 24 28

P34 方形 46 × 35 23 × 21 44 土器

P35 円形 36 × 30 20 × 14 17

P36 だるま 50 × 30 14 × 12 25

P37 長方形 95 × 60 29 × 25 53

P38 円形 32 × 30 10 × 7 33 土器

P39 円形 32 × 28 13 × 13 21 土器

P40 円形 58 × 43 21 × 16 58

P41 円形 35 × 34 14 × 11 29

P42 円形 38 × 35 20 × 17 28

P43 円形 34 × 30 16 × 14 30 土器

P44 円形 56 × 49 34 × 26 61

P45 隅丸方形 109 × 73 30 × 24 49 土器、 礫

P46 円形 39 × 30 15 × 10 29

P47 円形 35 × 32 10 × 8 35

P48 円形 28 × 27 19 × 18 16

P49 円形 67 × 60 29 × 21 57 土器

P50 方形 35 × 28 15 × 13 53



31Ⅲ　遺構と遺物

第 26 図　滝遺跡第 21 地点溝・ピット（1/60）
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第 7 表　滝遺跡第 21 地点ピット一覧表　　( 単位㎝ )

Ｈ 31 号住居出土遺物

１は、先端が欠損。宝珠状つまみのつく須恵器蓋。

口径は 19 ㎝以上になる大型。白色針状物質を混入。

２は、環状つまみのつく須恵器蓋。口径 15.8 ㎝。白

色針状物質を少量混入。３、須恵器椀形。口径 1/2

現存で 18.3 ㎝，器高 5.8 ㎝。底径 9.4 ㎝。底部全面

回転ヘラ削り。底部体部下端二重に回転ヘラ削り。白

色針状物質多量に混入。石英（3 ㎜大）を多量に含む。

体部表面のろくろ痕はほとんどみられない。内面のろ

くろ痕は著しい。口唇部先端を外湾に作出。４は、須

恵器坏。2/3 現存 15.7 ㎝、器高 3.8 ㎝、底径 9.1 ㎝。

底部全面回転ヘラ削り。白色針状物質を多量に含む。

石英 2 ㎜の小粒を含む。内面に底部から体部へ移行

箇所に爪立ての浅い窪みあり。５は、須恵器坏。口縁

部 1/2、底部 1/5 現存。口径 14 ㎝、器高 3.7 ㎝、底

径 9.3 ㎝。底部全面回転ヘラ削り。口唇部は内湾気味

に立ち上がり、底部から体部へ移行箇所に爪立ての

浅い窪みあり。胎土は精錬され、砂粒は 1 ㎜以下で、

非常に滑らかである。６は、須恵器坏。口縁部 1/2、

底部 1/4 現存。口径 15 ㎝、器高 3.8 ㎝、底径 9.0 ㎝。

底部にはろくろ円柱痕が残る。全面回転ヘラ削り。胎

土は精錬され、砂粒は 1 ㎜以下。

No. 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P51 円形 36 × 34 22 × 22 13

P52 円形 49 × 47 23 × 19 41

P53 方形 67 × 52 38 × 27 68

P54 円形 23 × 22 8 × 8 25

P55 円形 65 × 45 27 × 24 35

P56 円形 37 × 33 23 × 16 24

P57 円形 43 × 33 10 × 9 44

P58 円形 32 × 27 13 × 14 46

P59 長方形 43 × 29 9 × 8 26

P60 円形 55 × 48 10 × 9 47

P61 円形 34 × 30 11 × 10 57 土器

P62 円形 45 × 31 13 × 10 55

P63 方形 27 × 26 11 × 11 35

P64 方形 25 × 20 9 × 9 31

P65 方形 22 × 21 9 × 7 51

P66 方形 27 × 22 7 × 7 44

P67 円形 30 × (25) 14 × 12 54

P68 円形 47 × 45 32 × 29 21

P69 方形 25 × 23 6 × 3 30

P70 円形 28 × 22 13 × 10 11

P71 円形 26 × 23 12 × 9 38

P72 円形 25 × 19 9 × 7 19

P73 円形 31 × 25 22 × 12 22 土器

P74 Ｈ 31 号住居跡Ｐ 22 に変更

P75 Ｈ 31 号住居跡Ｐ 23 に変更

P76 Ｈ 31 号住居跡Ｐ 24 に変更

P77 Ｈ 31 号住居跡Ｐ 25 に変更

P78 Ｈ 31 号住居跡Ｐ 26 に変更

P79 円形 40 × 38 33 × 27 40

P80 方形 38 × 25 15 × 12 25

P81

P82 Ｈ 31 号住居跡Ｐ 27 に変更

P83 円形 39 × 35 18 × 16 48

P84 方形 48 × 40 32 × 28 39

P85 円形 36 × 34 14 × 13 70 土器

P86 円形 37 × 36 12 × 8 32

P87 方形 19 × 13 9 × 8 48

P88 不明 82 × (55) 12 × 8 67

P89 円形 72 × 60 39 × 32 53

P90 円形 65 × 51 7 × 6 69

No. 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P91 円形 74 × 52 30 × 20 12

P92 円形 56 × 55 22 × 14 37 土器

P93 方形 64 × 53 35 × 34 69

P94 長方形 44 × 35 11 × 9 56 土器

P95 楕円形 105 × 60 42 × 36 49

P96 長方形 100 × 71 54 × 41 43

P97 円形 31 × 25 14 × 13 34

P98 方形 28 × 24 18 × 14 5

P99 円形 30 × 28 25 × 22 33

P100 楕円形 26 × 16 18 × 7 24

P101 方形 36 × 28 13 × 6 54

P102 円形 33 × 26 17 × 16 27

P103 円形 47 × 33 37 × 28 26

P104 円形 45 × 36 11 × 6 55

P105 円形 29 × 21 10 × 9 36

P106 円形 33 × 30 11 × 10 27

P107 円形 43 × 41 20 × 12 42

P108 円形 44 × 37 19 × 19 48

P109 円形 32 × 28 12 × 10 41

P110 円形 32 × 31 13 × 7 66

P111 円形 38 × 26 10 × 7 24

P112 方形 33 × 29 12 × 11 39

P113 方形 20 × 15 10 × 6 18

P114 方形 34 × 26 19 × 14 31

P115 不整形 63 × 47 17 × 11 18

P116 円形 34 × 32 18 × 15 45 土器

P117 不明 (25) × 24 15 × 10 12 陶磁器

P118 不明 34 × (27) 17 × 14 36

P119 円形 28 × 24 12 × 10 48

P120 円形 23 × 21 9 × 4 17

P121 不明 63 × (47) 25 × 25 46

P122 不明 35 × (12) 13 × (3) 28

P123 円形 42 × 27 27 × 16 34

P124 円形 30 × 30 18 × 17 41

P125 円形 27 × 24 12 × 4 29

P126 不明 45 × (30) 10 × 2 68

P127 不明 43 × (35) 5 × 4 56

７は、須恵器坏。口縁部 1/2、底部 1/4 現存。口径

14.2 ㎝、器高 3.2 ㎝、底径 10.0 ㎝。底部全面回転ヘ

ラ削り。白色針状物質と石英 1 ㎜前後の小さい粒子

を多量に含む。8 は須恵器坏。口縁部 1/2、底部 1/3

現存。口径 14.4 ㎝、器高 3.3 ㎝、底径 8.8 ㎝。底部

全面回転ヘラ削り。内外面ともに滑らかでろくろ痕の

凹凸はない。白色針状物質多量に混入。９は須恵器坏。

口縁部 1/2、底部 1/3 現存。口径 14 ㎝、器高 3.3 ㎝、

底径 9.1 ㎝。底部手持ちヘラ削りの後、周縁部回転ヘ

ラ削り。外面は滑らかで、内面口縁を強く押している。

底部に墨書あり。10 は、須恵器坏。完形。口径 13.2 ㎝、

器高 3.5 ㎝、底径 8.0 ㎝。底部回転糸切り後、周辺回

転ヘラ削り。体部下端に手持ちヘラ削り。白色針状物

質多量に混入。石英 8 ㎜～ 13 ㎜を多量に含む。内外

面に細い線状の火襷痕あり。底部から体部へ移行箇所

に爪立ての浅い窪みあり。11 ～ 12 は須恵器椀の底

部破片。底径約 10 ㎝で、全面回転ヘラ削り。白色針

状物質を含む。13 ～ 16 は須恵器坏の底部破片。い

ずれも白色針状物質を含む。13 は全面回転ヘラ削り。

14 は底部中央部が欠落して不明であるが、回転ヘラ

削り、体部下端は手持ちヘラ削り。15・16 は回転糸

切りの後、周辺部回転ヘラ削り。



33Ⅲ　遺構と遺物

第 27 図　滝遺跡第 21 地点 H31 号住居跡出土遺物（1/4）
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第 28 図　滝遺跡第 21 地点 H31・32 号住居跡・井戸・土坑・溝出土遺物（1/4・1/1）
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17 は、完形の土師器小形坏。口径 8.4 ㎝。器高 3.2

㎝。内面は良好に磨かれている。内面に煤が付着し、

灯芯の残骸が付着している。外面はヘラ削りで整形さ

れている。18 土師器坏。底部を欠。口径 12.8 ㎝。体

部外面横ヘラ削り。内面は平滑。底部と体部に稜があ

る。19 は土師器坏。口径現存 1/8。口径推定 12.0 ㎝。

口唇部は「く」の字状に外湾。体部下端から底面にヘ

ラ削り。内面に煤が灯芯をうかがわせる線状に付着。

20 は、土師器坏。口縁部 1/6 現存。体部中央は横ヘ

ラ削り、底部全面にヘラ削り。内面に煤。21 は、土

師器坏。現存 1/2。口径 13 ㎝。器高 3.4 ㎝。底面に

ヘラ削りで丸底。口唇部を外湾。図示したように底部

中央から口縁部にかけて煤が付着し、口唇部には全面

煤が付着。22 から 24 はいずれも 1/4 から 2/5 程度

の破片であるが、口唇部内面に一条の沈線を巡らすも

のである。21 と同じように口唇部直下から体部のへ

ら削りにより丸底にするものである。内面は平滑で、

22 と 24 には煤が付着している。

25 から 28 は、長胴の甕形土器で、口縁部の径 1/5

から 1/10 程度の破片で、体部を縦ヘラ削りで調整。

口唇部の整形に違いがある。26 は水平方向に、25 と

28 は、くの字状に作り出す。27 は体部の器厚は、３

㎜程度で非常に薄くなる。29 は土師器でいわゆる丸

胴の土器。口縁部の湾曲部に、胴部横ヘラ削りの工具

先端があたっている。30 は、土師器台付き甕になろう。

口唇部先端は短く外湾。胴部は横ヘラ削り。内面には

工具を当てた痕跡。31 は土師器甑である。32・33 は、

上気 27 の底部になろう。34・35 は上記 25・26 の

底部でやや厚めで横ヘラ削りがある。 36・37 は、須

恵器の大型壺。36 は口径現存 1/6 で、33 ㎝。肩部に

平行たたき痕が一周している。内面には押さえ痕があ

る。37 は、現存 1/8。口径 36 ㎝位。38・39 は鍛冶

炉羽口。38 は外径 10.1 ㎝、内径 3.4 ㎝、12.2 ㎝残存

する。先端は融解し、一部発泡する。スサが混入する。

酸化部分と還元部分の境目から推定する羽口の装着角

度は 85 度。39 は外径 6.6 ㎝、内径 2.9 ㎝、9.2 ㎝残

存する。先端はガラス状に融解する。スサが混入する。

40・41 は鉄製の刀子。41 は切先から基部まで残存

し、柄部には木質部が残存する。長さ 13.9 ㎝、刃渡

り 8.1 ㎝、刃巾 0.85 ～ 1.35 ㎝、厚さ 0.38 ㎝、ナカ

ゴ 巾 0.95 ㎝。41 は 6.75 ㎝ 残 存 し 厚 さ 0.38 ㎝。42

は用途不明の鉄製品。43・44 は角釘。43 は長さ 4.6 ㎝、

0.7 ㎝角、頭部を欠く。44 は長さ 5.6 ㎝、0.55 ㎝角、

頭部長 1.0 ㎝。

Ｈ 32 号住居跡出土遺物

45 は、 土師器小形坏、9.7 ㎝、 器高 2.9 ㎝、 現存

1/2。大略完形。口唇部先端が、鋭く尖り外湾。口唇

部ヨコなで、体部外面はヘラ削りを施し、底部との区

別がある。内面は湾曲しなだらかに丸い。内面に煤が

付着。

46 は、須恵器高台付き坏。底径 8 ㎝。外面はなめ

らか、内面はロクロ巻き上げ痕がある。高台の内面に

回転糸切り痕あり。

回転糸切りの後、周辺部回転ヘラ削り、高台を貼付。

石英等の小砂利（5 ㎜～ 3 ㎜）、白色針状物質を多量

に含む。

井戸 1

47・48 は 瓦 質 土 器 の 片 口 鉢。47 は 約 1/3 現 存。

口径 27.4 ㎝、器高 10.4 ㎝、砂礫（10 ㎜～ 3 ㎜）を

多量に含む。「了」字状の口縁で口縁内面が僅かにく

ぼむ。内外面とも滑らかな横撫で。底部は木質工具に

よる横撫で。48 は片口部分。49 は常滑大甕口縁部片。

50 は須恵器高台付壺（甕）底部。51 は凝灰岩製の砥石。

表裏側面 4 面が砥面で中央部が括れ破断する。常滑

甕は中野編年の 10 型式。（1450 ～ 1500 年）、瓦質

土器は荒川編年で 15 世紀段階にあたる。

土坑４

52 は、小形高台付き坏。口径 1/8 現存、11.5 ㎝。

器高 4.4 ㎝。胎土は非常によく精錬され畿内産の土師

器に似る。色調は黄褐色で、外面は強い回転台で整形

したものである。内面は、中心から外側に向かって直

線的に密なヘラ磨きを施している。底部から体部に移

行している箇所はヘラ磨きの工具が当たらずに空白の

無施文部となっている。

溝 4

53 は鉄銭。径 2.75 ㎝、孔径 0.75 ㎝。

滝 21 次調査の出土遺物は上記のとおりであるが、

この中で、Ｈ 31 号住居跡の須恵器蓋の環状つまみや

底部の調整手法から、8 世紀中葉に近い第 2 四半期に

あたろう。また、覆土から出土した土師器坏に灯明皿

が多いが、隣接して掘立柱建物の存在等や土坑 4 か

ら出土した高台付き小形坏も畿内産という点に注目し

ておきたい。
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H31A 号住居跡　全景 ( 南から )

H31A 号住居跡　竈 1 遺物出土状況H31 号住居跡　刀子出土状況

H32 号住居跡　全景 ( 南から ) H31A 号住居跡　完掘
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H31B 号住居跡　完掘 ( 南から )

H31B 号住居跡 　全景H31B 号住居跡　鍛冶関連遺構

H31B 号住居跡　鍛冶関連遺構 H31B 号住居跡　竈
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掘立柱建物跡　全景 ( 南から )

ピット群　全景 ( 南から )
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井戸 2井戸 1

土坑 1 土坑 2

土坑 5・6土坑 3・4

土坑 7 土坑 8
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土坑 12 ～ 14土坑 9・10

土坑 14 土坑 15

土坑 17土坑 3・4・11 ～ 16

土坑 18 土坑 19・20
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H31 号住居跡　出土遺物 No.3 ～ 10・17・21

溝 1 ～ 3 溝 4

調査風景
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H31 号住居跡出土遺物　No.1・2・18 ～ 20・22 ～ 44

H32 号住居跡　出土遺物 No.45・46

土坑 4　出土遺物 No.52

井戸 1　出土遺物 No.47 ～ 51溝 4　出土遺物 No.53


